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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
昨
年
は
選
挙
で
始
ま
っ
た
年
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
市
民
各
位
に
は
、
力
強
い

御
支
援
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
市
政

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
で
か
ら
早
く

も
一
年
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す。
さ
で
、
昭
和
六
十
年
と
い
う
年
は
新

し
い
安
定
と
次
へ
の
発
展
へ
の
選
択
と

決
断
を
迫
ら
れ
た
年
で
な
か
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。
国
際
的
に
は
、
貿
易
摩
擦

解
消
の
問
題
が
厳
し
さ
を
加
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
我
国
の
産
業

経
済
の
構
造
変
革
を
求
め
る
問
題
で
あ

り
、
特
に
農
業
を
中
心
と
す
る
大
洲
に

f 

、

たう明みすいへでせ魅域で企見まと工 は主時十 でのれ臨き あいや建 問と
し祈るん。ス向すん力にい業通す緑の今な体代ーどす在て教社青つ選、のまわつ
ま念いな今夕つ o 0 は魅まのし。の年年ら的へ年の。りい審会少た択福間たれて
すし炎が年 iで昭地「力す大と家モにはなにのを問 方まで間年とが祉題、るは
。てを五はト、和域もを。洲な族デな、い受転迎題 をす大題の思、告Ijが国大
年もを「の安六ののつ何へつ旅ルる大とけ換えも 根がきと聞い地度、内変チ
頭やムひ年定十生」けとのでー都と洲思ととま未 本、なな題ま方の地的な後
のす立のにとー活だるい関ま f丁市予パいめいし解 的今問つもすへ見方に年ゐ
ご年主えし発年全けこつ心い村の想イまでうた決 に後題て極。及直のはで農
あに芋」た罵を体でとてもり誘事さパす対厳 0 の 聞のとまめ びし財、し業
いな¥のいうT二のはがも高ま致業れス。処し私ま わ社しいで 始な政固たの
さり積プと公十活こ三、大、ましももまも しい達〉 れ会てり憂 めど負の。あ
つま極寅円しノーカさ切こった明始す土 な選は昭 るや検ま慮 た、担財 り
とす自勺L_0 ¥コ明世間いでので。るま 0 事 く択次和 問文討しす 年厳の政 方
ぃょに まる紀題ますL地き各いり花着 てをの六 題化さたベ でし増再 を

問欄問問問|私たちは年男・年女です|
心い大れ決てみわ ー エも長ひとかでと ミ
配とし学まめくたす n .<iI鍾轟轟勧訟 よ告をぼつらすでこ、ヒ
しいか時たたれい"千 ベ轟轟轟轟轟轟 呈 4しくたト。すれそツ
なうし代言らまなこ呈 j鞭勢輔の iてはりラで。はしジ
が私、にい絶しのれの ぐ襲枝一本雪量豊 4ぃ 、すとも一、て
らの今衝出対たがが山麓間三知事量山 iま蔵るい、番わトイ
も気で突し後。そ寅を ケ轟轟.，二イ護霊塁 手r'/'す J11かう家強がラヌ
私持はをたに小う年も 轟轟轟 ィ藩轟轟~\ ~?f 0 小もよのそ家
をち遠しら引さだの越轟轟 輔聾~ ~ i，ま学しり中うの
支をいまきかい、性え 噂轟轟除:ぞ審伊前言: '/，だ校れネでな家 ズ
え認所しかな頃と格て 噌織 _' :í~ ~{~五のまコート族 ミ
でめへたないか父で思 γ2  σi年児せの番ラ全
くて嫁。い私らが、い ~ か?生童んは年が員 イ
れくぎ 父と一教わを 志保町 (23歳)ん iの副 0 う下ぼの ヌ
る宍た がこ度え前と富永純子さん ?ぽ会 がだく

新
た
な
気
分
で
が
ん
ば
る

蔵川 (11歳)
宮内 進くん

/ 

く
に
は
、
た
い
へ
ん
む
ず
か
し
い
役
目

で
す
が
、
先
輩
に
は
五
年
生
で
児
童
会

長
を
し
た
人
も
い
る
の
で
、
新
年
を
む

か
え
、
新
た
な
気
分
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

ま
た
、
蔵
川
小
は
小
さ
い
学
校
で
す

か
ら
、
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
は
二

ほ
と
ん
ど
の
人
が
出
場
し
ま
す
。
ぼ
く

は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
な
の
で
、
球
技

大
会
や
水
泳
大
会
、
陸
上
競
技
大
会
が

今
年
か
ら
楽
し
み
で
す
。

ぼ
く
は
児
童
会
の
役
員
と
い
う
自
覚

を
も
っ
て
、
た
だ
出
場
す
る
だ
け
で
な

く
、
蔵
川
の
名
を
高
め
る
よ
う
な
活
動

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
ぼ
く
の
年
で
す
か
ら
、
い

い
年
に
な
り
そ
う
で
す
。
そ
う
な
る
よ

う
に
し
っ
か
り
が
ん
ば
り
ま
す
。
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両
親
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

千
里
の
山
と
い
う
の
は
、
一
生
続
く

も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
は
越
え
る

山
を
決
め
て
、
登
り
始
め
た
ば
か
り
で

す
。
時
々
そ
の
山
を
見
上
げ
、
自
分
の

無
力
さ
に
泣
き
べ
そ
を
か
い
て
座
り
こ

ん
で
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
弱
虫
な
寅
だ
け
ど
、
感
謝
の

心
を
忘
れ
ず
一
歩
一
歩
辛
抱
強
く
歩
い

て
い
け
ば
、
い
つ
か
千
里
の
道
の
り
も

後
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
N

念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
ヘ

こ
の
千
里
の
道
に
自
分
な
り
の
花
を
咲

か
し
た
い
も
の
で
す
。

今
年
は
寅
年
に
あ
や
か
り
一
一
層
自
分

を
励
ま
し
て
、
少
し
で
も
千
里
の
山
を

登
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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市
民
の
皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
と
栄
光
に
輝
く
新
春
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
新
し
い
年
、
昭
和
六
十
一

年
が
、
四
万
市
民
の
皆
様
に
幸
せ
多
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
市
議
会
を
代
表

し
て
、
心
か
ら
御
清
福
と
御
繁
栄
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
昨
年
も
、
市
政

進
展
の
た
め
一
方
な
ら
ぬ
御
協
力
、
御

支
援
を
賜
り
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
厚
く
わ
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
た
と
ヰ
一
日
わ

れ
て
か
ら
も
久
し
く
、
依
然
と
し
て
長
引

く
不
況
の
中
に
新
年
を
迎
え
た
わ
け
で

~二~
*11生子

大洲市議会議長

寿喜男出奇尾

おおず

寅
は
、
十
二
支
の
三
番
目
で
、
方

角
で
は
東
北
東
、
時
刻
は
今
の
午
前

四
時
頃
を
さ
し
ま
す
。

虎
と
い
え
ば
、
恐
ろ
し
い
猛
獣
で

す
が
、
そ
の
虎
も
、
子
供
を
と
て
も

大
事
に
守
り
育
て
る
そ
う
で
す
。

日
本
に
は
、
す
ん
で
い
な
い
動
物

で
す
が
、
大
陸
文
化
の
伝
来
と
と
も

に
、
日
本
に
は
古
く
か
ら
そ
の
存
在

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
七
世
紀
ま
で

に
書
か
れ
た
日
本
書
記
に
も
そ
の
名

が
出
で
い
て
日
本
で
も
な
じ
み
の
あ

る
動
物
で
す
。

広報

のつめ等生市画画市Ij ざと調密長ま講り るそ通あ
市充、、々活基に基を本いはな接をた会なこものじり
民実大恵、環盤従本よ年ま、市な先市とがのの情でま
のし洲ま各境のつ構りもすま政関頭民行らよと勢行す
皆た市れ種の整で想強引。このイ系にの政もう存は政が
様年のた事整備、に固き と進を戸信が、なじー
のと限自業備、社よな続 に展保府頼車本厳ま層財加
ーしり然の、産会りもき {却をちおとの市しす厳政え
層たな条確教業福策の、 同見つよ協同にい。し両で
い件実育経祉定とこ 慶てつび調輪お情 さ面、

御と発をな施済のししの のお、」をのき勢 をに国
協存展生実設の充た、よ 至り極 得ごまの 増わ
力じのか施の振実年総う りまめのてとし中 した地

戸手主与語審典主主主主 22福建占く、z-7子2
1私達は年男・年女です|

数鼓が青なとそヤこ
々、了一年事いうンな年
三番会をういグい男
活 55印議やのえエ感と
動与象所つがばイじい
に JjL強活て心三ジでおわ
参 f乙く動き境十だすれ
加公感をまで六と。で
さヱミじ通しす歳思自も
せおました。につづ云{可
て祭すでが今なででだ
しミり 。σ〉 、まるしミ同 !:J、
た村臥思やてものる 、ピ
だな龍いは色だのまン
きど太出り々なにだと

ト
ラ
年
に
ト
ラ
イ

常磐町 (35歳)
近藤英市さん

夢
と
希
望
を
未
来
へ

私
の
人
生
六
十
年
の
歴
史
の
中
で
い

ま
だ
に
忘
れ
る
事
の
出
来
な
い
思
い
出
、

そ
れ
は
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
戦

に
敗
れ
真
夏
の
太
陽
の
も
と
に
、
も
ろ

く
も
崩
れ
去
っ
た
哀
れ
な
日
本
の
姿
で

し
た
。あ
れ
か
ら
苦
し
い
戦
後
の
生
活
と
闘

い
な
が
ら
生
き
延
び
て
き
た
今
日
、
だ
れ

し
も
こ
の
よ
う
な
平
和
で
自
由
な
世
界

の
経
済
大
国
に
な
る
と
は
、
思
わ
な
か

ま
し
た
。
女
々
青
年
会
議
所
活
動
の
恨

本
は
愛
と
信
頼
で
す
。
昨
年
我
々
は
創

立
三
十
周
年
を
迎
え
た
訳
で
す
が
、
記

念
事
業
と
し
て
大
洲
市
庁
舎
前
に
「
愛

と
信
頼
の
像
」
を
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
像
は
半
永
久
的
に
我

々
の
意
志
を
語
り
つ
い
で
く
れ
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
さ
で
、
昨
年

の
阪
神
タ
イ
ガ
l
ス
の
二
十
一
年
ぶ
り

の
優
勝
、
初
の
日
本
一
に
な
る
ト
ラ
フ

ィ
l
パ
l
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
何
だ
か
昨
年
か
ら
ト
ラ
年
が
続
い

て
い
る
よ
う
な
気
さ
え
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
一
生
の
思
い
出
の
年
に
な
る
よ

う
何
事
に
も
積
極
的
に
ト
ラ
イ
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の

御
多
幸
を
ム
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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賀 (59歳)

信男さん

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
昭
和
十
九
年
戦
争

た
け
な
わ
の
時
学
生
生
活
に
終
を
告
げ
、

今
日
ま
で
た
だ
ひ
た
す
ら
に
黙
々
と
自

然
の
恵
み
に
感
謝
し
て
豊
作
を
神
に
祈

り
つ
つ
土
に
親
し
む
日
々
を
送
る
こ
と

が
出
来
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
幸
せ
で

あ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

戦
後
四
十
一
年
目
を
迎
え
た
今
日
、

す
で
に
物
質
万
能
の
時
代
が
過
ぎ
去
り
、

心
の
時
代
に
突
入
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
老
い
先
短
い
人
生
で
す
が
、
夢

と
希
望
を
持
ち
な
が
ら
二
十
一
世
紀

へ
た
く
ま
し
く
生
き
ぬ
い
て
行
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
の
幸
い

を
心
よ
り
わ
祈
り
い
た
し
ま
す
。

春

岡部
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新
し
い
年
を
迎
え
て
、
み
な
さ
ん
も

す
が
す
が
し
い
気
持
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

昭
和
六
十
年
に
は
、
ハ
レ

l
す
い
星

の
接
近
、
プ
ロ
野
球
で
は
タ
イ
ガ

i
ス

が
優
勝
と
話
題
の
多
い
一
年
で
し
た
。企大洲学園落成式 4月24日

冨士山→市木へ新築移転。精神薄弱児-考の
併設施設に。

大
洲
市
で
は
、
大
洲
学
園
の
新
築
移

転
、
第
二
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、

恒
例
の
桜
、
つ
つ
じ
ま
つ
り
、
川
ま
つ

り
な
ど
が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
出
来
事
を
ふ
り
か
え
っ
て
み

ま
し
た
。

h
p
愛
と
信
頼
の
像
除
幕

6
月
刊
山
日

大
洲
青
年
会
議
所
が
創
立
初
周
年
を
記
念
し
て

大
洲
市
に
寄
贈
。

A久米小学校完成 3月12日
昭和26年に建築された久米小学校も約2億
円をかけて改築。

6 月 5 月 4 月 3 月 2 月 月

21 16 1 20 11 25 24 21 28 12 8 7 3 20 17 13 10 26 15 13 
日日 日 日目 日 日 日 日日日 日目 日日 日日 日日日

1六愛しう 大新
つ転大沙1'1ボ l大j十I 観す七 久平(三大

八 j年:イ事害大州支ヒ会R車臨J与近 草
氏(大成七草カf

7Z月E とよカ、 つ ~m'l 1 

米校野事 第高警市月刑 重圏多 喜= 出二
が近田洲市人式

月 イ車言頁 うい じ

語葉2 言書 警つ 小 jOL 防初ZH市肖L 2 例市 ぶ開 ま 議市 長長 ゆ
日 σコ、き

ーコ

ε 市堤吉ヌうず 善童欠市、iオ詠市喜て雪会う)量産式幕 主7
り

り 校完成Aヲ主三4 屋 回
ま ( 期 布憧品凶市E 

幕閉
(内

つ 第浮初目~る 9 てず 運 1 め りー
第ま月

木市 ーョr 4 

綴期高砂式喜ミ1 1H 8 
式 (八マ

てコ 20 発 さ 月 ¥ JL ラ
九 り日 "'"、 ん 10 23 回 、l

) 

華移築斤
ノt 日 日

) 

ン
平昇岡 選挙回 レ

) ) 

- 4一



広報おおず

‘ もみ
じ
ま
つ
~ ) 

11 
月

日

30 
日

4 
h 銀土F 
，τ!r 

コ能:;: 

ま
つ
り

11 
月
3 
日

12 月 11 月 10 月

13 12 6 30 20 14 11 4 3 2 1 16 10 5 
日 日日 日日日日日日日日 日日日

一

( 高突士市同 スZお手誓研実お市 和駅洲大市 音楽会内市 十第九 市講会臨時
芸台まE市沙大[.， 

も 年洲大市民観光
み
じ 言念己 士也 i斐豆 p 

第マを つ民 ま 典式区 も
一一 スつ

なりど イ祭文ヒ
プ〉 広園

fし フつな

会大 小本辻交回合同 角第回
り
域f肖 幕閉五レぐ

回ゼ親
) 

契十防書回

( 

~ン σコ 文 30 
ト会 イ展ヒ 日
メ大ヱ合ミ、

) 

~ ~ 
、

叛F
土
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企第2固いかだ流し 8月4日
大洲の新名物になりました。

企近田市長、市内の高齢者を訪問 9月11、12日
市内の高齢者を訪問して、記念品などを手渡しま
した。

9 月 8 月 7 月

27 18 12 11 2 25 17 4 3 21 16 1 
日日日日日 日日日日 日日日

一 一
議副訓大1m第九沙大[.， i丘

議九臨日市J書J、

い大洲 川

要
田 も(ま

長市一例市定月 市老 市

事た神護嘉 主いま〉
美化 運動 l

に 誇バヱ号ス主、 力」 長
亀二人

、
運公l

彦利岡議長 回、議会 ラク 市内 動洲市園プ
第 なし 会大

に 1 ブ σ3 l二 l

民 民d寿喜男u雪十五月日
メ大ヱ会コミ、
歯者高を告

fL ど
員寄曽 ルオ足)

回 さ l
) れプ

訪 るン

氏 間
。



おおず広報昭和61年1月1日

昭和60年4月1日
~昭和60年9月30日昭和60年度上半期

大洲市財政事情の公表をいたします

|昭和60年度上半期

予算額 87億 193万円

執行額 29億9，914万円

3{意1，156万円

11:意4，884万円
予算額仁三ヨ

執行額医玄7l
1億9，574万円

H意1，395万円

一般会計予算執行状況

出歳入歳
予算額 87億 193万円
執行額 43億4，287万円
3{意8，368万円

11:音3，143万円

1億1，873万円

5，513万円

市長

宣秋

大洲

近田
7{意3，399万円

3億2，198万円

l億8，639万円

7，739万円

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す

る
条
例
、

お
よ
び
地
方
公
営
企
業
法
第

ω条
の
2
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
六
十

年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
年
九
月

十
日
ま
で
の
財
政
状
況
を
次
の
よ
う
に

公
表
し
ま
す
。

9 i，意9，979万円

3億5，364万円

13億 671万円

21:意6，390万円

10億4，298万円

11意6，107万円

11億9，717万円

5億6，912万円

4億6，827万円

5億6，735万円

5{意3，601万円

9，360万円

8{意8，960万円

(%は執行額の構成比)

(一般会計性質別予算執行状況)の状況

。

市有財産

10億:20億
一一「
L

貸付金 5，570万円 1.9%干重 思リ 面手責など 金 客員

宅 士也 477，338m' 15億1，3L万円

山 中本 2，838，793m' 4，290万円

田 土日 99，836m' 124万円

雑種地 12，671m' 464万円

建 物 162，143m' 89{意 468万円

立 木 56，087m' 3億6，347万円
人件費

9億4，635万円
31.5% 

公債費

5億6，884万円
19.0% 

扶助費

4 i.;l;5句690万円
15.2% 

-6-

財政調整基金 6億5，206万円

対H市国民健康保険財政調整基金 5，571万円

土地開発基金 1億5，677万円

その他特定目的基金 3，735万円

出 資 金 3，029万円

計 9億3，218万円



昭和61年1月1日

(市税と住民負担の状況)

おおず広報

他

軽自動車税

特別土地保有税

木材引取税

のそ国定資産税

ιh 
税

曳
仙
FF

(ん功一

F

d
同
)h.

畏市たばこ消費税

♂合

税

λ 
// I -， -d苛百円
，. .Jj"j子売で7

気電

項 目 金 額 構成費

市 民 税 8{;意9，857万円 56.5% 

固定資産税 5{;意 692万円 31.9% 

たばこ消費税 7，590万円 4.8% 

電 去ヌ三王 税 6，874万円 4.3% 

軽自動車税 3，817万円 2.4% 

特別土地保有税 127万円 0.1% 

木材引取税 2万円 。%

ム口 計 15{;意8，959万円 100% 

989円
3，130円

1人当たり
1世帯当たり

12，710円
40，222円

l人当たり
1世帯当たり

1人当たり
1世帯当たり

.L::.‘ 口 計

22，530円
71，298円

1，903円
6，023円

1人当たり 1，724円
1世帯当たり 5，455円

(公債費の状況)
長期債

1人当たり
l世帯当たり

1人当たり
39，856円

1世帯当たり

126，128円

(特別会計の状況)

区分 借入先 借入件数 現在品 1世帯 1人
当たりの額 当たりの額

大蔵省 135 56{;意6，577万円 449，557円 142，059円

般A五、
郵政省 48 161，意6，471万円 132，089円 41， 740円

その他 64 19{;意 807万円 151，398円 47，842円
言十
小計 247 92{，意3，855万円 733，044円 231，641円

持 大蔵省 7 1億 619万円 8，426円 2，663円
別ι 郵政省 30 4{;意8，678万円 38，624円 12，205円 l
五

計 小計 37 5{;意9，297万円 47，050円 14，868円
A 口 284 98{，章3，152万円 780，094円 246，509円

(1) 

予算現額18億2，856万円
収入済額 7億6，162万円
支出済額 8億1，424万円
差引ム 5，262万円

国保診療所

四
予算現額 2，6l3万円
収入済額 1，286万円
支出済額 750万円
差引ム 536万円

老人保健国民健康保険

も
予算現額20億6，068万円
収入済額 6億1，361万円
支出済額 7億8，503万円
差引ムl億7，142万円

額

0万円

。万円

金先
金
一
他

一資一

入
一
一
の

7
府一

金
一
倍
政
一
そ

入
ア
l
十

措
一
分
一

;
-

門

H
μ
-

(事業会計の状況)

簡易水道 と 畜 場 交通傷害保障

手詰 fw 認ZZ
予算現額 3，774万円 予算現額 269万円 予算現額 767万円
収入済額 2，089万円 収入済額 l万円 収入済額 746万円
支出済額 1，547万円 支出済額 53万円 支出済額 703万円
差引 542万円 差引 652万円 差引 43万円ノ

項目
総収益 総費用 当期純利益

区分

工業用水道 318万円 129万円 189万円

水 道 l億6，413万円 1億1，657万円 4，756万円

国民宿舎 4，866万円 4，789万円 77万円

病 院 61章6，893万円 51:意4，815万円 1億2，078万円

住宅新築資金等
貸付事業

/「J一三心、ー
ム記r~! I話

予算現額 l億6，881万円
収入済額 1，662万円
支出済額 5，008万円
差引ム 3，346万円

954万円
60万円
。万円
60万円

土地造成取得

世了
予算現額
収入済額
支出済額

差引

一
一
種
混
合
の
予
防
接
種

該
当
者
初
回
(
一
期
)
昭
和
五
十
八

年
一
月
一
日
1
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
。
追
加
(
第
二
期
)
昭

和
五
十
七
年
一
月
一
日
1
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間
十
三
時
半
1
十
四
時

持
参
品
母
子
手
帳
、
問
診
票
の
な
い

人
は
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

7 

期 日 実施地区

1月22日 肱北地区
(五郎回U 市木・倍森京大，11)

11
1回目
1月23日 肱明言題研監γ部

2月19日 肱北地区
2回目

肱南地区肱北地区の部
期 2月20日 (中村常盤町若古)

3回目
3月19日 肱北地区

3月20日 肢南地区ー肱北地区町一部
(中村常磐町会若宮)

2 3月19日 肱北地区

期 3月20日 肱南(地中村区・常肱盤北町地反若の宵)一部



おおず

保
育
所
園
児
を

広報

昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
の
保
育
所

入
所
の
受
け
付
け
を
次
の
よ
う
に
実
施

い
た
し
ま
す
。

保
育
所
入
所
の
条
件

次
の
よ
う
な
理
由
で
母
親
が
保
育
で

き
な
い
場
合
(
母
親
以
外
の
人
が
、
児

章
を
保
育
で
き
る
も
の
は
除
外
さ
れ
ま

す
)
O
母
親
が
働
い
て
い
る
場
合
(
会
社
員
、

パ
l
ト
、
内
職
、
農
業
従
事
な
ど
)

O
母
親
の
い
な
い
家
庭

O
母
親
が
出
産
前
後
や
病
気
の
場
合

O
母
親
が
、
病
人
の
看
護
を
し
て
い
る

場
合
O
天
災
に
よ
り
居
宅
を
失
っ
た
り
し
で

児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

第
三
号
被
保
険
者
の

届
け
出
は
す
み
ま
し
た
か

昭和61年1月1日

国
民
年
金
に
任
意
加
入
さ
れ
て
い
る

奥
さ
ま
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
「
国
民
年
金
任
意
加
入
被
保

険
者
現
況
届
け
書
」
の
提
出
は
す
み
ま

し
た
か
。
こ
の
届
け
出
を
し
て
、
第
三
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
と
、
昭
和
六
十
一
年

四
月
か
ら
自
分
で
保
険
料
を
納
め
な
く

で
も
よ
く
な
り
、
年
を
と
っ
た
と
き
や

障
害
者
に
な
っ
た
と
き
に
自
分
名
義
の

募
集
し
ま
す

月
六
日

i
一
月
二
十
五
日

受
付
期
間
一
月
六
日

1
二
十
五
日

申
し
込
み
方
法
各
保
育
所
ま
た
は
市

福
祉
事
務
所
に
あ
る
保
育
所
入
所
申
請

書
に
必
要
書
類
を
つ
け
て
希
望
す
る
保

育
所
、
ま
た
は
市
福
祉
事
務
所
に
提
出

し
て
下
さ
い
。

入
所
申
請
に
添
付
す
る
必
要
書
類

O
給
与
所
得
者
は
昭
和
六
十
年
分
源
泉

徴
収
票
(
世
帯
全
員
)

O
パ

l
ト
や
内
職
な
ど
を
し
で
い
る
人

は
勤
務
(
内
職
)
証
明
書

O
農
業
、
自
営
業
の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
農

業
従
事
証
明
書
、
自
営
業
従
事
証
明
書

O
昭
和
六
十
年
一
月
二
日
以
降
に
大
洲

市
に
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
に
お

け
る
昭
和
六
十
年
度
市
区
町
村
民
税
額

年
金
を
受
け
と
れ
ま
す
。

手
続
き
は
、
届
け
書
に
自
分
の
住
所
、

氏
名
と
ご
主
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
、

そ
れ
に
厚
生
年
金
(
船
員
保
険
)
の
年

金
番
号
を
記
入
し
て
ご
主
人
の
会
社
へ

提
出
し
て
下
さ
い
。

会
社
で
取
り
ま
と
め
て
市
町
村
役
場

へ
提
出
し
て
く
れ
ま
す
。
も
し
会
社
で

取
り
ま
と
め
が
で
き
な
い
と
き
は
、
自

分
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
六
十
一
年
一
月
末
日
ま
で
に
必

ず
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
共
済
年
金
加
入
者
の
奥
さ
ま

と
固
定
資
産
税
額
の
課
税
証
明
書

(
な
わ
、
証
明
書
の
用
紙
は
各
保
育
所
、

市
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
)

入
所
の
決
定

面
接
を
し
て
、
実
態
調
査
の
う
え
決

定
し
ま
す
。
入
所
決
定
通
知
書
は
、
三

月
中
に
各
家
庭
へ
送
り
ま
す
。

保
育
料
国
の
定
め
る
徴
収
基
準
額
に

つ
い
て
定
め
ま
す
。
入
所
児
童
と
同
一

の
世
帯
で
生
計
を
一
に
し
て
い
る
扶
養

義
務
者
の
人
す
べ
で
の
所
得
税
額
、
市

民
税
額
、
固
定
資
産
税
額
を
調
査
し
て

決
定
し
ま
す
。
各
世
帯
の
課
税
額
や
園

児
の
年
齢
に
よ
り
保
育
料
は
違
っ
て
き

ま
す
。

そ
の
他
両
親
が
共
に
家
庭
外
労
働
で
、
一
斉

保
育
終
了
後
保
育
す
る
人
が
い
な
い
園

児
は
、
午
後
五
時
半
ま
で
保
育
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
福
祉
事
務
所
へ

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
7
1

に
も
届
け
出
書
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
が

今
回
の
届
け
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

(
後
日
、
必
要
な
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
)
詳
し
く
は
市
民
課
国
民
年
金

係
ま
で
。
告
(
ω
2
1
1
1
内
線
2
5
7

今
月
の
納
税

市
県
民
税
(
第
四
期
)

国
民
健
康
保
険
税

(
第
五
期
)

納
期
は
一
月
三
十
一
日
ま
で

次
の
よ
う
な
償
却
資
産
を
保
有
さ
れ

て
い
る
方
は
、
一
月
二
十
日
ま
で
に
市

税
務
課
へ
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
と
は

土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

産
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
構
築

物
・
機
械
・
装
置
、
船
舶
、
車
両
・
運

搬
具
、
工
具
・
備
品
な
ど
で
す
。
こ
れ

ら
の
資
産
で
、
そ
の
減
価
償
却
額
が
法

人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法
の
所
得
計
算

上
、
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

申
告
の
必
要
が
な
い
も
の

寸

zr
償
却
資
産
の
申
告
は

一
月
二
十
固
ま
で
に

特別弔慰金請求受付日程

のお知らせ
第 4回特別弔慰金(広報10月号参照)につい

て下記の日程で請求手続きを受け付けます。

詳しくは市福祉事務所へ宮⑪2111 内線275) 

O
耐
用
年
数
が
一
年
未
満
の
も
の

。
取
得
価
額
が
十
万
円
未
満
の
も
の

(
た
だ
し
小
額
多
量
資
産
は
除
く
)

O
鉱
業
権
、
特
許
権
、
営
業
権
、
商

権
な
ど
の
無
形
減
価
償
却
資
産

0
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

税
対
象
と
な
る
車
両
な
ど
で
す
。

申
告
の
方
法

対
象
と
な
る
資
産
を
昭
和
六
十
一

一
月
一
日
現
在
所
有
さ
れ
て
い
る
個

ま
た
は
法
人
は
、
償
却
資
産
申
告
書

必
要
事
項
を
記
載
し
て
市
税
務
課
ま

提
出
し
て
下
さ
い
。

提
出
期
限
一
月
二
十
日
(
月
)

詳
し
く
は
、
市
税
務
課
固
定
資
産

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
4
5

業言果で、に人年手'5i

-8 

/， 

/， 

時

10時~15時

9 時~16時

9 時~15時

9 時~12時

13日寺~16時

9 時~16時

9 時~16時

9 時~16a寺

9 時~16時

日

1月27日(月)

1月28日(火)

1月30日(木)

1月31日働

l月31日幽

2月3日伺)

2月4日(火)

2月6日(木)

2月7日制

場所

柳沢連絡所

新谷

八多喜

三善

上須戒

大洲市役所

/， 

/， 

// 

/， 

// 

区
一
沢
一
谷
一
喜
一
善
一
戒
一
洲
木
一
附
区
一
期
一
川
区

一
一
一
多
一
一
漬
ケ
し
況
判
一
空
呂
況
判

一

一

一

一

一

ι

つ
プ
布
一
」

σ
ム
中
苦
一

1σ

地

一

柳

一

新

一

八

百

二

上

副

可

嗣

判



昭和例年1月1日

:間続薄型;集表舞;蛤i~~:
窓口が混雑しますので

ご用の方はお早めに

市
役
所
の
年
末
年
始
の
業
務
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
用
納
め
(
正
午

ま
で
)

ロ
月
訪
日
(
日
)
1
1
月
3
日
(
金
)

こ
の
間
、
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
0

1
月
4
臼
(
土
)
ご
用
始
め

※
休
み
の
聞
の
急
用
に
つ
き
ま
し
で
は

宿
日
直
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ

市
役
所

ロ
月
お
日
(
士
)

おおず広報

(
各
課
)

し
、
宿
日
直
者
で
処
理
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

市
民
課

ロ
月
お
日
(
土
)
ご
用
納
め

午
前
中
は
平
常
ど
お
り
の
業
務
を
行

い
ま
す
。

ロ
月
初
日
(
月
)

8

時
半
l
M
時
半

ま
で
印
鑑
証
明
発
行
事
務
の
み
行
い
ま

す。1
月
4
日
(
土
)
ご
用
始
め

午
前
中
、
平
常
ど
お
り
業
務
を
行
な

い
ま
す
。

※
出
生
、
死
亡
な
ど
の
届
け
出
は
宿
日

直
者
が
受
け
付
け
し
ま
す
。

各

施

言受

市
立
大
洲
病
院

ロ
月
お
日
(
土
)

ロ
月
白
日
(
日
)

ロ
月
初
日
(
月
)

ロ
月
担
日
(
火
)

1
月
1
日
(
水
)

1
月

2
日
(
木
)

1
月
3
日
(
金
)

1
月

4
日
(
土
)

市
立
図
書
館

ロ
月
幻
日
(
金
)
1
1
月
5
日
(
日
)

休
館
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
-
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

市
役
所
と
同
じ
で
す
。
ロ
月
出
品
目
ご

用
納
め
1
1
月
4
日
ご
用
始
め

市
立
博
物
館

ロ
月
お
日
(
土
)

診休療救休診
療診 し急診療
し で ま患でし
ま すす者すま
す。。の。す
。み。

診と

イ木
宣宮
で
す

燃
え
る
ゴ
ミ

ロ
月
旧
日
(
火
)
ま
で
収
集
し
ま
す
0

1
月
1
日
1
1
月
3
日
ま
で
は
収
集
い

た
し
ま
せ
ん
。

1
月
4
日
(
土
)
か
ら
収
集
し
ま
す
。
今
日
の
社
会
で
は
、
昔
に
く
ら
べ
て

燃

え

な

い

ゴ

ミ

家

庭

を

離

れ

て

外

に

職

場

を

求

め

る

人

1
月
1
H
1
1
月
5
日
ま
で
は
収
集
い
び
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

た

し

ま

せ

ん

。

』

そ

れ

だ

け

に

、

日

常

生

活

で

は

家

庭

1
月
6
日
へ
月
)
か
ら
収
集
し
ま
す
。
~
の
つ
な
が
り
(
血
縁
)
や
地
域
の
つ
な

※
ゴ
ミ
は
指
定
の
日
の

8
時
ま
で
に
指
一
が
り
(
地
縁
)
と
と
も
に
、
職
場
の
つ

定
の
場
所
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。
一
な
が
り
(
職
縁
)
が
大
変
重
要
な
位
置

し

尿

~

を

占

め

る

よ

う

に

な

っ

て

き

て

い

ま

す

。

年
末
は
ロ
月
初
日
(
月
)
ま
で
、
年
始
~
し
た
が
っ
て
、
職
場
は
単
に
仕
事
だ
け

は
1
月
6
日
(
月
)
か
ら
収
集
し
ま
す
。
一
を
す
る
と
こ
ろ
と
い
う
だ
け
で
な
く
そ

※
年
末
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
ヤ
こ
で
の
あ
り
方
を
お
互
い
に
考
え
て
み

(
ロ
月
初
日
ま
で
)
に
申
し
込
み
を
し
~
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

な
い
と
く
み
取
り
が
で
き
な
い
場
合
が
「
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

あ

り

ま

す

。

一

あ

る

職

場

で

の

こ

と

で

す

。

こ

の

職

ヤ
場
は
パ

l
ト
で
働
く
婦
人
が
多
く
、
と

~
か
く
陰
口
が
多
か
っ
た
り
、
小
さ
な
グ

(
ル

I
プ
に
分
か
れ
た
り
し
て
、
人
間
関

〕
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
か
っ

~
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
仕
事
の
上
で
も

『
悪
い
影
響
が
出
て
き
ま
し
た
。

」
そ
こ
で
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら

γ

な
い
と
考
え
た
事
業
主
が
、
レ
ク
リ
ェ

~
i
シ
ヨ
ン
活
動
を
と
お
し
な
が
ら
、
そ

『
れ
と
な
く
身
近
な
生
活
を
見
直
す
話
し

一
合
い
を
広
め
て
い
く
こ
と
に
努
め
ま
し

干
た
。
ぞ
れ
は
、
あ
い
さ
つ
の
仕
方
や
仕

~
事
の
分
担
、
休
暇
の
と
り
方
、
各
自
が

『
分
担
し
て
行
う
当
番
な
ど
、
ご
く
身
近

1
月
4
日
(
土
)

ゴ
ミ
収
集
・
し
尿
く
み
取
り

一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中

大
洲
市
を
明
る
く
住
み
や
す
い
町

'
に
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

』
集
し
て
い
ま
す
。

~
こ
れ
は
、
福
祉
人
材
パ
ン
ク
設
置

(
事
業
の
一
つ
で
、
登
録
申
し
込
み
は
、

「
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
ま
た
は

~
連
絡
所
で
受
け
付
け
ま
す
。
み
な
さ

『
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
詳
し
く
は
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議

V

会

ま

で

。

宮

(
ω
3
5
0
9

i謀議i
i襲撃
No.88 

-
職
場
を
考
え
る

職
場
と
同
和
問
題
⑦

な
職
場
で
の
生
活
の
あ
り
方
を
と
り
あ

げ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
お
互
い
の
人

間
関
係
を
ま
ず
い
も
の
に
し
て
い
る
こ

と
が
案
外
多
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
こ
と
を

お
互
い
に
気
楽
に
話
し
合
う
雰
囲
気
を

ふ
だ
ん
か
ら
つ
く
っ
て
い
く
と
と
も
に

一
方
で
は
外
部
か
ら
講
師
を
招
い
で
、

「
女
性
と
仕
事
し
、
「
職
場
と
人
間
関
係
」

と
い
っ
た
研
修
を
積
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
職
場
は
み
ち
が
え
る

よ
う
に
明
る
く
な
り
、
人
の
定
着
率
や

業
績
も
伸
び
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
職
場
は
お
互
い

に
働
き
が
い
の
あ
る
明
る
い
も
の
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
私
た

ち
は
お
互
い
に
身
近
な
と
こ
ろ
を
見
直

し
、
自
分
自
身
そ
れ
と
な
く
人
を
傷
つ

け
た
り
、
疎
外
し
た
り
し
て
い
る
こ
と

は
な
い
か
、
ま
た
人
を
疎
外
す
る
よ
う

な
不
合
理
な
面
や
矛
盾
が
存
在
し
て
い

な
い
か
な
ど
を
考
え
て
み
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
職
場
の
人
間
関

係
を
阻
害
し
て
い
る
要
因
を
取
り
除
き

明
る
い
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を
つ
く

っ
て
い
く
た
め
に
自
分
は
何
を
す
る
べ

き
か
よ
く
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。つ
づ
く

9-



が
違
つ
て
の
ん
び
り
し
て
ま
す
が
、
面

白
く
思
い
ま
し
た
。

V

い
も
た
き
は
、
わ
い
し
く
て
、
友
達

も
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
大
洲
の
う

ど
ん
も
お
い
し
か
っ
た
。

V
女
の
子
三
人
(
優
子
ち
ゃ
ん
、
美
紀

子
ち
ゃ
ん
、
美
和
子
ち
ゃ
ん
)
で
す
の

で
、
心
の
優
し
い
素
直
な
子
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
主
人
は
、
家
族

サ
ー
ビ
ス
も
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
。
松

山
の
会
社
に
通
勤
し
て
い
る
の
で
交
通

事
故
に
注
意
し
て
ほ
し
い
で
す
。

おおず広報昭和61年1月1日

V
生
ま
れ
は
青
森
県
弘
前
市
で
す
。
小

学
生
の
と
き
、
雪
の
た
め
学
校
に
行
け

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
り
ん
ご
が

お
い
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

V
主
人
(
五
月
さ
ん
)
と
は
同
じ
会
社

に
勤
め
で
い
て
、
昭
和
五
十
年
に
結
婚

し
ま
し
た
。

V
母
と
私
た
ち
夫
婦
、
そ
れ
に
娘
三
人

の
六
人
家
族
で
す
o

v
大
洲
の
印
象
は
、
す
ご
く
の
ん
び
り

し
で
い
て
、
街
に
活
気
が
な
い
と
い
う

ご
と
で
す
。
住
む
に
は
緑
が
多
く
て
い

い
所
だ
と
思
い
ま
す
が
、
冬
に
な
る
と

霧
が
多
い
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
o

v
言
葉
は
き
れ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
花

火
大
会
は
、
都
会
の
花
火
大
会
と
は
趣

十
一
月
三
十
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
第
四
回
大
洲
市
健
康
守
つ
く

り
推
進
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
健
康
ゃ
つ
く
り
に
関
す
る

市
民
の
意
識
の
啓
発
を
は
か
ろ
う
と
す

る
も
の
で
、
午
前
中
に
は
功
労
者
の
表

彰
や
パ
、
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
午

後
に
は
愛
媛
県
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
所

長
、
佐
藤
勝
氏
に
よ
る
特
別
講
演
「
中

高
年
層
の
心
の
健
康
し
が
あ
り
、
当
日

の
参
加
者
約
五
百
人
も
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
母
子
保
健
推
進
功
労
者
(
敬
称
略
)

母
子
保
健
推
進
員
矢
野
ミ
チ
ル

O
食
生
活
改
善
推
進
功
労
者

食
生
活
改
善
推
進
員
吉
岡

保
健
栄
養
推
進
員
大
藤

O
健
康
体
操
普
及
功
労
者

生
命
の
貯
蓄
体
操
野
間

ヨ

ガ

の

体

操

松

岡

悦
子
文
子

恵
美
子

昇
平

合

同

追

悼

式

十
一
月
十
四
日
に
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
で
大
洲
市
戦
没
者
・
消
防
わ
よ
び
公

務
殉
職
者
の
合
同
追
悼
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
約
七
百
人
の
参
加
者
は
、

戦
没
者
な
ど
千
二
百
四
人
の
め
い
福
を

深
く
祈
り
ま
し
た
。

新
刊
図
書
案
内

現
代
思
想
の
キ
i
・
ワ

i
ド
今
村
仁
司
著

頭
を
よ
く
す
る
話
時
実
利
彦
著

日
本
の
古
代

I
倭
人
の
登
場
小
学
館

山
年
後
の
ピ
ジ
、
不
ス
マ
ン市
川
順
一
一
編

年
金
知
恵
ぶ
く
ろ
服
部
営
造
著

ハレ
l
慧
星

C
・セ

i
ガ
ン
著

お
ね
し
よ
な
ん
か
こ
わ
く
な
い

帆
足
英
一
著

野

菜

の

本

前

田

信

之

助

著

花
も
実
も
あ
る
話
西
川
勢
津
子
著

農

民

運

動

論

五

味

健

吉

編

日
本
の
伝
統
工
芸
叩
四
国
山
本
大
編

日
本
の
国
立
公
園
2
関
東
甲
信
越
・

中

部

篇

毎

日

新

聞

社

水
彩
ノ

1
ト
・
基
礎
編

視
覚
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
編

日
本
書
記
・
風
土
記
角
川
書
底

午

後

の

旅

立

ち

山

田

太

一

著

薄

化

粧

西

村

望

著

雨
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
i
ヌ

森

詠

著

湿

地

帯

清

水

一

行

著

結

婚

式

森

謡

子

著

死
角
巨
大
事
故
の
現
場
柳
田
邦
男
著

脳

死

を

こ

え

て

藤

村

志

保

著

恋
文
の
女
た
ち
連
城
一
二
紀
彦
著

タ
フ
・
ガ
イ
は
踊
ら
な
い

N
・
メ
イ
ラ
ー
著

モ
ス
ク
ワ
と
の
訣
別

A
-
シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
著

図

書

館

円

U
可

t



昭和61年1月1日

社会福祉のために(肱南青年団が寄付)

11月22日、肱南青年団(団員約30名、井関
敬一団長)が「社会福祉のために役立てて

ください。」と寄付金を市長に手渡しましたc

このお金は、青年団活動(ガラクタ市、チ

ャリティークイズ)を通してf尋たものです。

利メ=多
ズ町、f手

大洲市中学校弁論大会
11月29日、肱東中学校で市内の中学
校弁論大会がありました。 16人の発表
者のそれぞれ自分の体験に基づ、いた話

を当日の約 200名の参加者も真剣に聴
きいっていました。(写真は平野中 2
年の山本佳代子さん、演題は言葉を大

切に)

肱南保育所で一日保育所長
保育所の現状をよく知ってもらう目的で、

11月26日に大洲市連合婦人会会長、渡部み
ね子さんが肱南保育所の一日保育所長にな
りました。
「私たちの時代に比べると、設備や環境

は夢のように良くなっています。」という感

想でした。
大
洲
市
駅
伝
大
会
(
第
二
十
五
回
)

十
一
月
三
十
日
、
大
洲
市
駅
伝
大
会
は
、
二
十
九
チ

i
ム

(

約
二
百
五
十
名
)
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
V
中
学
男
子
大
洲
北
A

V

同
女
子
大
洲
北
A

V

高
校
一
部
帝
京
第
五

V
同
二
部
大
洲
農
校
農
業
科

V

一
般
大
洲
消
防
署

一
月
十
五
日
は
成
人
式

今
年
の
成
人
式
は
、
一
月
十
五
日

に
九
時
か
ら
大
洲
市
役
所
大
ホ
l
ル

に
お
い
て
聞
か
れ
ま
す
。

対
象
の
人
は
、
昭
和
四
十
年
四
月

一
一
日
か
ら
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

11月末までの

大洲市内の交通事故
農
薬
は
適
切
な
管
理
を

司

1
よ

最
近
、
農
薬
、
特
に
パ
ラ
コ
l
ト

除
草
剤
を
使
用
し
た
犯
罪
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

農
薬
取
扱
者
、
使
用
者
は
農
薬
に

よ
る
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
注
意
し

農
薬
の
盗
難
、
紛
失
な
ど
が
な
い
よ

う
に
保
管
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
〉
フ
。

11月末 昨年
現在 同期

件数 206 155 

負傷者 270 201 

死者 5 4 

お
正
月
で
す
。
事
故
の
な
い

明
る
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

大
洲
市
防
犯
協
会



おおず

相談こと案内
いずれも無料ですので、お気

軽にご利用ください。

砂交通事故相談

と き 1月 8日 10日寺~15日寺

1月20日ル

ところ 市役所 2階会議室

砂人権相談

と き 1月20日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 1月 6日

1月10日

1月27日。

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 1月18日 9 日寺~12日寺

ところ 市役所 1階会議室

急、がれる時は電話で、相談しで

ください o fi⑫3794 (玉木)

惨社会保険相談

とき 1 月 20 日 10時~16時

ところ 大洲商工会議所

担当松山社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

とき 1月23日

13日寺~15時

ところ 大洲市保健センタ一

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲宮

⑪6100)、大洲福祉会館

(新谷E⑫0947)

住民福祉に関し、生活

上の悩み、人権、交通

事故、その他何でも。
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初
め
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後

記

昭
和
六
十
年
に
は
、
大
き
な
行
事
こ

そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
と
ま
っ
た
充
実

し
た
一
年
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
年
、
本
当
に
早
か
っ
た
な
あ
と
思

い
ま
す
が
、
あ
る
説
に
よ
る
と
十
歳
の

人
が
感
じ
る
一
年
は
、
五
十
歳
の
人
の

五
年
に
あ
た
る
そ
う
で
す
。

そ
う
い
え
ば
昔
は
も
っ
と
一
年
が
長

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。
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